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実執務空間における適正照度
戸松 祐太

1 はじめに

近年，オフィスなどの執務空間の環境改善により知的

生産性は向上傾向にある．執務空間には音や温熱などの

様々な要素が考えられるが，その中でも光環境を制御す

ることで人の知的生産性が変化することが報告されてい

る 1) ．現在，一般的なオフィス環境では，机上面照度が

750 lx以上に設定されている 2) が，我々は，人が執務に

最適と感じる照度は体調，仕事内容，室温等により影響

を受けると考えている．このような背景から，ユーザが

目標照度を設定するだけで，任意の場所に任意の明るさ

を提供する知的照明システム 3) を実執務空間に構築し，

照度に対する主観的評価を得る研究を行った．

本報告では，主観的評価を得る為に行った一定照度実

験および選好照度実験の説明と，その実験結果からの分

析結果について述べる．

2 知的照明システムの概要

知的照明システムとは，マイクロプロセッサを搭載し

た複数の照明器具，照度センサ，および電力計を 1 つの
ネットワークに接続し，それぞれの照明器具の協調動作

によって利用者の要求する照度を提供するシステムであ

る．知的照明システムでは，利用者が照度センサに目標

照度を設定するだけで，照明や照度センサの位置情報を

必要とすることなく，照明が自律的に判断し，必要な場

所に必要な照度を提供する事ができる．

3 一定照度実験

3.1 実験概要

本実験では，照度に対する被験者の評価を検討する．

被験者は，20 代前半の健康な大学生 10 名とし，設定照
度下で通常と同様の執務を行い 1 日を過ごす．なお，設
定照度は 1日目は 800 lx，2日目は 600 lx，3日目は 400
lxと 1日毎に変更し，これを２回繰り返した．実験日数
は 6日間であり，実験開始 4日後と 7日後に各照度の評
価の情報交換を行う為にミーティングを行った．被験者

は執務開始時と離席時に，開始時間，目標照度，執務内容

および感想を記録する．

3.2 実験環境

実執務環境に構築した実験環境を Fig.1に示す．Fig.1-
a)は実験環境を天井から見た平面図であり，Fig.1-b)は
側面図である．Fig.1-a)に示すように，10台のデスクの
真上にそれぞれ照明器具を設置する．また，デスクの大

きさは横 1.1 m，縦 0.7 mである．
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Fig.1 実験環境

Table1 各被験者の照度に対する主観的評価 1
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Table2 各被験者の照度に対する主観的評価 2
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Table3 各被験者の照度に対する主観的評価 3
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3.3 実験結果

一定照度実験により，800 lx を適正と感じた被験者が
2 名，400 lx を適正と感じた被験者が 5 名，適正な照度
がない被験者が 2 名，3 つの照度全てを適正と感じた被
験者が 1 名という 4 グループに分かれた．Table1 から
Table3に，各被験者の主観的評価を示す．

Table1より，800 lxを適正と感じる被験者はいずれの
照度においても問題なく作業を行えることが確認できる．

また，Table1や Table2より 400 lxを適正と感じる被験
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者は 600 lx以上の照度が明るすぎるということも確認で
きる．Table1 から Table3 より，執務に支障が出る照度
と，執務の効率を上げる照度が存在する事が分かる．こ

の執務に支障が出る理由としては，「暑さを感じる」や

「疲労感が増す」といった事がである．

3.4 考察

一定照度実験の結果より，各被験者の好む照度が，大

きく異なる事が分かる．400 lxという比較的低い照度を
好む被験者が多いことから，一般的なオフィスを利用す

る多くの人にとって，オフィスの照度が適正な照度では

ないと考えられる．また，600 lx以上で疲労感や暑さを
感じる被験者がいたことから，一般のオフィスの照度で

は快適性に問題があると考えられる．

4 選好照度実験

4.1 実験概要

本章では，一定照度実験を終了した後に，同様の環境

および被験者で選好照度実験を行う．この実験では，各

被験者が執務に最適と思われる照度を各自自由に設定し，

約 1 ヶ月間普段と同様の執務内容で過ごす．被験者は選
好照度を常時変更可能であり，変更した際には，その時

の時刻，選好照度，変更の理由，体調をアンケート用紙に

記録する．

4.2 実験結果

選好照度の履歴が特徴的な 3名の被験者の 1日の平均
照度の履歴を Fig.2に示す．ほとんどの被験者が，1日の
実験の中で大幅に選好照度を変化させることはなかった．

Fig.2により，戸村は 800 lx，渡部は 400 lxを選好す
る傾向があると分かる．また，西岡は一定照度実験の結

果においては適正と感じる照度が無かったが，本実験で

は 200 lxを選好する傾向があると分かる．
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Fig.2 3人の 1日の平均照度の履歴

　　4.2.1 選好照度と体調との関係

体調により選好照度が変化する被験者が 3人存在した．
3人中 2人は「体調が悪い」「気分が悪い」日に平均照度
の増加が見られた．残りの 1 人は「寝不足」の日に平均
照度の減少が見られた．この「寝不足」の日に選好照度

が減少する被験者の，1日の平均照度の履歴を Fig.３に
示す．Fig.3 中の A が「寝不足」と記載があった日の平

均照度を示している．

4.2.2 選好照度と室温との関係

実験環境内の室温により選好照度が変化する被験者が

存在した．その被験者の平均照度の履歴を Fig.4に示す．
Fig.4 中の P1 では 19:00 に選好照度が 300 lx から 600
lxに変更され，この時「涼しい」と記載があった．また，
P2 と P3 でも，それぞれ 16:00 と 13:00 に 300 lx から
600 lxに変更され．この時は「寒い」と記載があった．　
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Fig.3 体調により変化する各実験日の選度

　

　

0

100

200

300

400

500

600

700

800

5 10 15 20 25 30

���������
	

��


� [lx

]

1

P1

P2
P3

Fig.4 室温により変化する各実験日の選好照度

4.3 考察

選好照度実験により，各被験者の選好照度が大きく異

なる事が分かる．これにより，一定の照度を提供する一

般のオフィスは，各利用者にとって最適な照度でない可

能性があると考えられる．

5 今後の展望

今後，知的照明システムを東京電力本社に導入し，利用

してもらう予定である．この知的照明システムでは利用

者の選好照度，各蛍光灯の点灯光度やセンサの現在照度

などのログをとる．これにより，得られるデータを分析

し，実オフィス環境において検討することを考えている．
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